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1416番目の Trp が Cys に置換されている。この変異を有する集団は38°Cで優占的
に生育していた。また他の途中株には、CDC25 の異なる部位に変異を有するものも
存在した。これらより、CDC25 W1416C を含むCDC25 遺伝子上の変異の熱耐性への
寄与が予想された。同定した4種類のCDC25 遺伝子変異をそれぞれ親株MT8-1に再





CDC25 変異再構築株の細胞内 cAMP 濃度を測定したところ、すべての株でMT8-1
よりもcAMP濃度が低下していた。さらにトランスクリプトーム解析によると、
CDC25 変異再構築株で常時発現誘導されている遺伝子のほとんどがcAMP 経路下流





















確 に 標 的 配 列 の み を 編 集 す る こ と が で き た 。 し か し 、 新 規 開 発 し た
「CRISPR/Nickase」システムはベクター構築が煩雑であり、変異導入に1週間以上要
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